
◆ 東京都こころといのちのほっとナビ～ここナビ～

悩みを抱える方を早期に必要な支援につなげるため、 居住地や相談内容等に応じた適切な相談機関を案内

①早期に適切な支援窓口につなげる取組

・「こころの健康チェック」をここナビに追加
・「健康チェック」→「こころコンディショナー」・

「相談窓口」の流れで、利用を案内
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自殺総合対策の主な取組について 資料５



1．実施内容

○６つの領域（妊産婦・DV・依存症・うつ・性的マイノリティ・虐待）について、キーワードを設定

○検索連動型広告で特設サイトに誘導し、相談窓口・セルフケア等の利用を案内。運用データ、オンライン質問の結
果、広告の内容が、広告クリックとコンバージョンに与える影響等を分析

２．調査研究で得られた知見

○依存症を除く５領域に関しては、検索連動型広告で、支援情報を早期に効率的に提供することが可能

※依存症領域のうち、ギャンブル・アルコール依存は、一定の効果を発揮（薬物依存は困難）

○５領域に関するキーワードを検索する者のメンタルヘルスの状態は、非常に悪い

○クリック率を高めるためには、サイトの目的の説明よりも共感的な言葉がけ（例：つらかったですね）を
含む広告文が有効

「自殺対策に資する検索連動型広告の効果的な運用に関する調査研究」（令和４年）

○キーワードと広告文の組み合わせを細分化

旧：「自殺関連」「一般・様々な悩み」「暴力系(虐待・DV・性被害)」
新：「自殺関連」「一般・様々な悩み」「妊産婦」 「DV」 「うつ」

「性的マイノリティ」 「虐待」 「ギャンブル・アルコール」

○広告文を共感的な言葉がけに変更

○その他、報告書、手引を踏まえた修正の実施
（例）虐待領域の広告文を「親」に限定せず「家族」に変更、ひらがなに変更 等

調査研究を踏まえた広告文・キーワードの変更

①早期に適切な支援窓口につなげる取組

◆ 検索連動型広告
インターネットの検索連動型広告を用いて、悩みを抱える方をここナビに誘導し、
早期に適切な支援窓口につなげる取組を実施
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◆第34回 自殺防止！東京キャンペーン

毎年３月を強化月間として、重点的に普及啓発等の取組を実施

①早期に適切な支援窓口につなげる取組
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＜チラシ・ポスター等での啓発＞＜こころといのちの講演会＞

・区市町村や関係機関を通じて、
チラシや相談窓口一覧リーフレットを配布

・鉄道会社等と連携しポスターや画像を掲出

＜特別相談の実施＞

関係機関と連携し、相談受付時間の延長などを実施（東京都自殺相談ダイヤル 3/27～31 24時間）

女性特有のメンタルヘルスの問題について、女性の
ホルモン変動の視点から学ぶ講演会を開催



②自殺未遂者への継続的な支援
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◆ 専門的人材養成研修・動画

・不調を抱える方と接する機会が多い医療系専門職を対象としたゲートキーパー養成事業を実施
・決まった日時での受講が難しい方のため、ゲートキーパー養成動画（30分程度）を作成

＜動画監修＞
岩手医科大学医学部神経精神科学講座
教授 大塚 耕太郎 氏

動画構成（案）

① 自殺対策における
医療系専門職の役割

② ゲートキーパーについて

③ 具体的な声掛けの方法



◆ 自殺未遂者対応地域連携支援事業（東京都こころといのちのサポートネット）

救急医療機関等に搬送された自殺未遂者や自殺リスクの高い方などを地域の支援や精神科医療につなぐ
相談調整窓口を運営

②自殺未遂者への継続的な支援
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【新規支援対象者の年代別割合の推移】

【10代以下の若者への新規支援件数】
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支援件数 13 16 16 28 22 24 26 35

○啓発資材の作成・配布（R4.3~）
教員・学校職員向けの自殺防止対応
案内ボードを作成し、都内すべての
学校（小・中・高）に配布

【新規・継続案件別支援件数】

東京都こころといのちのサポートネット 支援実績

取扱件数 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

新規 253 286 250 309 294 305 250 297

継続 466 791 1,102 1,115 1,163 1,289 1,481 1,513

合計 719 1,077 1,352 1,424 1,457 1,594 1,731 1,810

6



事例① 小学生
子ども家庭支援センターから支援依頼

不登校になり、死にたいと言っている。
誰にも心を開いて話さない。どう支援すればよいか。

相談概要

【サポートネットの支援】
・母親の意向確認して自宅訪問。本人と母親それぞれの気

持ちを受け止め、状況をアセスメントした上で、母親へ
本人への接し方を助言

・母親が本人の味方になる形で、学校での面談を調整

本人と学校との関係修復につながり、登校再開できた

事例② 中学生
中学の副校長先生から支援依頼

生徒が突然、校内で飛び降り。今後、登校予定
飛び降りた原因も分からず、学校はどう対応すればよいか。

相談概要

【サポートネットの支援】
・飛び降り時の状況を学校から、家庭での様子を両親から

聞き取り
・本人との面接で様子を確認の上、入院した医療機関と

連携し、精神科通院を調整
・学校での環境調整や対応方針について助言

SC、養護教諭と定期面接しながら、登校再開できた

事例④ 高校生
警察から支援依頼

保護した高校生が「死にたい」と言っており、対応を支援して
ほしい。

相談概要

【サポートネットの支援】
・両親から家庭での状況等を聞取り、友人トラブルを把握
・近隣で児童精神科を標ぼうする診療所を探し、同行受診
・母親への相談支援を継続し、友人トラブルの解消を間接

的に支援。

精神科通院を継続しながら、登校再開できた

事例③ 高校生
高校のスクールカウンセラーから支援依頼

生徒が学校の屋上から飛び降りようとしていたところを保護
SCとの面談を拒否しており、対応方法を相談したい。

相談概要

【サポートネットの支援】
・本人と母親それぞれと面接し、母親に接し方を助言し

親子関係の修復を支援
・学校のカンファレンスに出席し、学校での対応の工夫点

などを助言

本人の希死念慮が低くなり、登校再開できた

東京都こころといのちのサポートネットの支援事例

学校、スクールカウンセラー、区市町村などの子供を支援する機関等に、支援事例を紹介し、
必要時に相談いただけるよう事業周知
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国モデル事業
若者の自殺危機対応チーム

東京都
こころといのちのサポートネット

設置主体 都道府県等
東京都
（NPO法人メンタルケア協議会へ委託）

開始年度 令和５年度 平成26年度

支援
対象者

若者 全年代

支援
要請者

市町村における支援主体
（保健所、学校関係者、若者支援団体 等）

区市町村における支援主体
（保健所、学校関係者、救急医療機関、警察、
消防、その他支援団体 等）

支援者
多職種の専門家チーム
精神保健福祉士、心理士、精神科医、 弁護士 等

多職種の専門家チーム
精神保健福祉士、心理士、精神科医、 弁護士 等

支援内容
・支援要請者に対する、対象者への

支援方法の 指導、助言

・支援要請者に対する、対象者への
支援方法の指導、助言

・対象者及び家族への直接支援
（面談、同行受診等）

・支援機関における打合せやケース
検討会への出席

支援受付体制 指定なし 365日対応（毎日９時～19時）

自殺リスクの高い子供への対応に関する国モデル事業と都の取組の比較
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⑤若年層の自殺防止

◆ 大学生向けオンライン動画の作成

大学等での講義やオリエンテーションで活用できる資材
として、動画コンテンツを作成
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＜動画監修＞

筑波大学医学医療系災害・地域精神医学 教授 太刀川 弘和 氏

東京工業大学保健管理センター 教授 安宅 勝弘 氏

早稲田大学保健管理センター 教授 石井 映美 氏

東京大学相談支援研究開発センター 教授 渡邉 慶一郎 氏

東京大学相談支援研究開発センター 助教 大塚 尚 氏

明治大学文学部心理社会学科臨床心理学専攻 准教授 川島 義高 氏

北星学園大学社会福祉学部心理学科 専任講師 髙橋 あすみ 氏

動画構成（案）

① 学生の自殺、メンタルヘルスに関する現在の動向

② 学生の主なストレス要因、自殺のリスク要因

③ 学生が自らの心の不調に気づき、援助を求める方法、
セルフケアを行う方法

④ 学生が友人・知人の変化に気づき、サポートする方法

⑤ 学生が活用できる窓口・機関等の地域資源

◆子どもの自殺対策に係る研修の実施

区市町村の自殺対策担当職員、教育関
係機関職員等を対象に、子どもの自殺
対策に係る研修を実施



⑥遺された方への支援

◆ 「とうきょう自死遺族総合支援窓口」の開設

自死遺族等が直面する様々な問題に対し、自死発生直後から支援するため、自死遺族等のための
総合支援窓口を設置

○開設日 令和５年１０月１日（日曜日）

○実施主体
東京都（委託先：特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センター）

○対象者
身近な人を自死により亡くした方（家族、親族、パートナー等）
※原則として都内在住の方（都内に通勤、通学、在住されていた方

のご遺族等を含む。）

○受付時間 火曜日・水曜日・金曜日 15:00～19:00
日曜日 13:00～17:00

○電話番号 03-5357-1536

○支援内容
電話による相談対応（気持ちの受けとめ、必要な手続への対応に
関する助言、専門の相談・支援機関への紹介等）
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「とうきょう自死遺族総合支援窓口」実績
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相談件数 内、新規相談 １日平均

10月 51 32（63%） 2.8

11月 51 18（35%） 3.2

12月 58 23（40%） 3.2

1月 56 14（25% ） 3.1

(１) 相談件数

(２) 死別からの期間

(単位：件)
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(４) 対応内容

傾聴 共感 整理 助言 情報提供

10月 50 33 18 8 8

11月 48 29 5 13 14

12月 50 29 9 17 12

1月 51 34 9 14 12

○法律的問題として弁護士につなげたケース（10月 2件、11月 3件、12月 4件、1月5件）
（相談内容例）

・賃貸住宅の賃貸人から退居を促されていることへの対応
・マンションの家主から損害賠償を求められた場合の対応

(単位：件) ※複数計上あり

※「情報提供」は区市町村窓口、他機関窓口、遺族の集いの紹介等

インターネット 家族、知人、友人 新聞 テレビニュース 他機関 不明

10月 8 1 17 7 16 3

11月 11 3 3 3 15 17

12月 19 0 2 1 18 20

1月 12 0 0 0 15 30

(３) 窓口を知った経緯
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(単位：件) ※複数計上あり


